歴史地震研究会2009年度第2回幹事会　議事録

　2010年1月13日　於：地震予知総合研究振興会会議室　16:00～18:30
　出席者：北原・武村・諸井・松浦・林・西山・小松原

　

1) 会誌編集の状況（編集幹事）
9編集まる予定（7編既着・2編予告）、この他に2編が前号に寄稿され修正継続中のもの。
今後幹事などに査読を求める予定。
2) 学術会議登録申請(編集幹事)
学術会議に学会登録申請を出したが返事なし。地震研究所で留まっている可能性がないか西山さんに確認をお願いする。

3) GEMプロジェクトについて(編集幹事)
Ross Stein氏等の主導により、OECDのプロジェクト(GEM＝Global Earthquake Model Project)が始動している。5年計画で世界の地震リスクの標準化、内最初の2年で世界の地震ハザードをまとめる計画。日本からは石川氏・石橋氏・松浦氏がハザードの歴史地震部分のプロジェクトに参加。このプロジェクトから歴史地震研究会に協力を求められる可能性がある。内容や状況をみきわめつつ対応する方向で議論。
4)  会員の異動(財政幹事)
· 神田克久さん入会申請：全会一致で承認。

· 最近の大会発表者には入会を勧めることを確認。林広報幹事が対応することに。
5) 入会申請書の書式(財政幹事)

・　財政委員が生年月日と性別を書く欄を加えた新申請書を作り、広報委員がHPに掲載する。

· 大会案内のはがき（往復はがき）に生年月日・性別・最近異動した人には最新の住所・所属を書き込んでもらう欄を加えて会員全体の状況を把握する。

6) 　次回大会の計画(行事委員)
6-1)　大会全般

· 9月10～12日に地震研究所で開催する(決定事項)。

· 地震研究所セミナー室A・B（定員96名）の休日施設利用申請は受理されている。
· セミナー室のプロジェクターの接触が悪いので修理を求める。
· 研究発表のほか、シンポジウムを開催し、震災復興記念館を見学する(後で詳述)。
· 懇親会は1日目に地震研究所７階ラウンジで行う。予約済み。

· 予算案は過去の大会の予算使用状況を参考に次回幹事会までに練り直すこと。（支出：会場使用料43680円＋アルバイト代（大学院生確保済み）45000円＝計88680円のほか予稿集印刷代などを計上する必要あり。収入：参加費は会員と非会員で区別すること可。）
· 会員への大会告知について：文章は行事委員会で作成しはがき印刷と送付は財政委員会で行う。

· 告知内容(往きのはがきの記載内容)：開催場所・日程・講演申し込み締め切り(5月末)・講演と懇親会の申し込みのあて先。など

· 会員記載欄の内容(返りのはがきの記載欄)：会員名簿改定のための生年月日・性別・異動状況。など
6-2)　シンポジウムについて

· 根本的に何を議論するかを明確にする。

· 会員以外の人も興味を持つことができるテーマを設定するほうが良い。
· 会員に余り知られていない分野から講師を招き、会員の視野を広げることに貢献できるようなテーマを設定する。
· 例：宝永地震のような巨大地震と日本社会の変化に焦点をあててはどうか？・江戸の社会状況と地震被害＝地震被害予測に対する歴史地震アナログの適用性を検討するための基礎として＝を議論できないか？・歴史地震が防災に役立つ背景としての人の暮らしぶりを物語ることのできる人文系の人を呼んではどうか？

· 会員外から人を呼ぶなら1日目または2日目の午後にシンポジウムを開き、その晩に懇親会を開くように柔軟にプログラムを組んだほうが面白い。
· 講師代は5万円が上限。

⇒幹事会のメーリングリストで具体的なシンポジウムのテーマや依頼できそうな講師を提案し、行事委員会が計画をまとめる。
7) 震災復興記念館の利活用にむけたイベント（2010年防災の日前後）について（会長）
· 東京都と朝日文化財団が震災復興記念館の修繕と利活用促進に向けた防災の日記念イベントを企画している。これに歴史地震研究会としてどう対応するか議論した。

· 2月3～４日のあちらの会議で歴史地震研究会の見学会として現地を訪ねることを伝える（会長）。
· 今のところ、防災の日イベント主催者から歴史地震研究会に対して具体的に何かしてほしいという要請はない。しかし今後になんらかの協力を要請される可能性あり。

· 今の段階では、朝日文化財団と東京都による模型の修繕、東京都による死者の名簿の作成が計画・一部実行されている。しかし施設を十分に活用できるようにするためには専門的立場からの助言が必要で、歴史地震研究会が協力できる部分が大きい。

· 歴史地震研究会の見学会では、慰霊堂の中の塔にどんな資料があるのか、どういう経緯で資料が収められているのか、など本記念館の歴史的な価値を議論し、重要性を再認識するきっかけを作りたい。

· 見学会（防災の日イベント）以降も、研究会で展示パネルを提供するなどの形で協力する可能性がある。

８）2011年大会について（会長）
· 新潟大学人文学部・矢田先生に行事幹事に就任してもらうように依頼し、復興科学センター卜部先生とともに行事委員会を組織して対応してもらうことを承認していただいた。

· 実際の日程などは地質学会の日程そのほか卜部先生の状況に配慮しながら進める。

· 場所は新潟駅前の新潟大学サテライトキャンパスを予定。

· 行事委員会で行事の大枠を決め、幹事が協力しながら進める方針。

９）　2010年1月18日阪神淡路大震災15周年フォーラム(日本学術会議ほか主催)について(副会長)
· 日本地震工学会など防災関連学会間の連絡体制を作ることを意図して関連する15学協会合同のフォーラムを神戸市で1月18日に開催、さらに3月30日～31日に研究者向けフォーラムを学術会議で開催する。これらを契機として連絡組織を立ち上げる。

· 歴史地震研究会もこの連絡会に入るべきか検討する必要性が生じるかもしれない。

10）内閣府中央防災会議・災害教訓の継承に関する専門委員会の後継事業について(会長)
· 災害教訓の継承に関する専門委員会は本年度で完了するが、理工系を中心に地震・火山・津波に関して「まとめ」の報告書（4分冊）を2年間で作成し、広く世の中に流布させる計画が立ち上がる。
· これまでに関わってきた人の中から適当に委員長（伊藤先生）が個人的に指名する予定。

11）次回幹事会日程・幹事会までのスケジュール

· 2月10日までに歴史地震研究会HPと地震学会NLに2010年大会の日程・場所・講演題目申し込み・問い合わせ先の広告を掲載・寄稿。
· 4月10日までに歴史地震研究会HPと地震学会NLに講演申し込み締め切り記事を掲載・寄稿。

· 次回幹事会、4月1日(木曜)16時～地震予知総合研究振興会会議室にて開催
· 次回幹事会までにシンポジームのテーマ案を出し合う。

· 近く会誌に寄稿された論文の査読を幹事あてに依頼する、編集作業は４月開始予定。
